
046 ブレードが水に引っ掛かる位置で艇速は決まる 047愉快に漕げば強くなる

［1999（平成11）年10月31日　会津高校端艇部創部百周年記念講演］

愉快に漕げば強くなる

　一方、脚、ボディと繋いできた引きのスピードを腕に引き継いで、ストロークの終わり
を腕で力強く引くことが出来れば、これがボディスピードのブレーキになって上体や頭の
バックスピードは止まるし、その運動エネルギーはそのまま腕によって推進力に転換され
る。従ってこれが巧くいけば腹筋は全く使う必要がないのである。
　僅か30〜40cmの腕のストロークで吸収するのだから、当然強力な腕の引きがないと全
部は吸収し切れない。ストロークの最初から腕が曲がって残りのストロークが少ないよう
では、ごく一部しか推進力に転換することは出来ない。従ってストロークの中盤過ぎまで
腕はリラックスして糸のようにハンドルと肩との繋ぎに徹しなければならないのである。
またフィニッシュのブレードワークに時間やストロークを多く費やすようでは、有効な腕
のストロークが無くなってしまう。引き付けが余りに低いと腕を引く力も入らないし、ス
トロークも短くなる。勿論バランスが悪くても、また捻れやすい艇の場合にも十分な腕の
引きは期待できない。ローマの東北大エイトの場合、思い切ってワークを大きく取り、高
い位置で腕を引き切ることを心掛けたお陰で、大きなボディの動きにも関わらずピッチン
グが非常に小さかったのを覚えている（図8）。実際漕ぎ方によってピッチングは大きく影
響されるので、ピッチングの大きな艇は腕が引き切れていない船と思ってよい。　　（終）
（本稿は、2008（平成20）年11月7日　三菱ボートクラブでの講演録である）
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048 愉快に漕げば強くなる 049愉快に漕げば強くなる



050 愉快に漕げば強くなる 051愉快に漕げば強くなる



052 愉快に漕げば強くなる 053愉快に漕げば強くなる



054 愉快に漕げば強くなる 055愉快に漕げば強くなる



056 愉快に漕げば強くなる 057愉快に漕げば強くなる


